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Abstract : For animal-assisted activity, animal-assisted therapy, and animal-assisted education, human safety must be 
ensured, and countermeasures against infectious diseases, in particular zoonotic infections, are essential. The most important 
thing is not to use intervening animals as a source of infection, and it is necessary to conduct hygienic management from daily 
breeding. Also, because there are many types of zoonoses, it is unrealistic to take measures against individual diseases from 
day to day. Therefore, it is preferable to positively introduce nonspecific and universal standard precautions during rearing 
management and activities. Furthermore, it is important that staff involved in activities, etc. become risk communicators, and 
to communicate correct infection control measures to all staff, stakeholders and participants in animal-assisted activities.
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はじめに
動物とヒトとの関わりは時代とともに多様化し，動

物とヒトの距離が短い環境も増加したことなどもあっ
て，動物がヒトの生活に様々な影響を及ぼしているこ
とは今や誰もが容易に想像できることです。また，獣
医療関係または専門的な学会・研究会などの各種団体
の活動によって，教育，医療，介護・福祉などの分野
に動物とのふれあいを介入させた活動への関心が高ま
り，ヒトの生活の質（QOL）の向上に多大に貢献す
ることも広く認知されはじめました。すなわち，動物
介在活動（Animal Assisted Activity: AAA），動物介
在療法（Animal Assisted Therapy: AAT），動物介在
教育（Animal Assisted Education: AAE）であり，今
後もさらに発展が望まれる領域となっています。

一方，公衆衛生上の問題に対する懸念が生じるのは
必至で，感染症，特に人獣共通感染症はその一つで
す。人獣共通感染症の原因病原体のほとんどは動物が
保有しているケースが多く，ヒトと動物の距離が近接
し，接触頻度が増えるほど，動物からヒトへの病原体
の感染リスクは高まると推察されています。また，

「不必要な感染を避けたい」という思いや，「動物から
何かしらが感染するのではないか」や「感染症が起き
れば活動に影響してしまう」といった不安から，動物
からの感染に対して過敏になりやすい傾向にありま
す。しかし，介在動物が感染源とならないようにしっ
かり管理されていれば，動物を介する活動中の感染症
対策は標準的な予防策が中心となり，その策を確実に
実行することが最も重要になります。さらに，感染症
分野からみれば，日ごろからの動物の健康（感染）管
理，衛生的飼育，衛生習慣向上が図られていることが
鍵になるといえます。

動物が介在する状況で留意すべきことは多く，ま
た，動物が介在することで受けるヒトの健康影響には
感染症以外にもありますが，本稿では衛生管理・感染
管理に焦点を絞り，複雑と思われる人獣共通感染症対
策について，その基本的な考え方を取りまとめて紹介
します。なお，本稿では，AAA，AAT，AAE，及び
動物が介在するその他の活動をまとめて「動物介在諸
活動」とします。
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1． �動物介在諸活動に係る感染性疾病（人獣共通感
染症）

動物の感染症の種類がどれほどたくさんあるかは，
獣医療関係者であれば知っていることでしょう。ま
た，動物介在諸活動を想定すると，介在動物の種に
よって考慮すべき感染症が異なることも容易に想像で
きると思います。いずれにしても，感染症から護るべ
き対象はヒトと介在動物の両方であることに違いはあ
りません。しかし，動物介在諸活動の社会的役割を考
えると，動物介在活動であるからこそ発生を阻止すべ
き重要なリスクは，ヒトの健康を脅かす「人獣共通感
染症」といえます。もし動物介在活動を実施したこと
で人獣共通感染症が発生してしまえば，個人への健康
被害はもとより組織や社会の活動や介在動物に対する
イメージに影響を及ぼし，その後の動物介在活動の実
施・運営が困難になる恐れすら発生します。従って，
感染症のなかでも，人獣共通感染症を取り挙げて衛生
対策について考えることとします。

獣医療関係者であれば，人獣共通感染症の種類もた
くさんあることを承知かと察します。ヒトにおける感
染症の約 60％が人獣共通感染症であるとされ（Taylor 
et al 2001），獣医療における人獣共通感染症の正書を
開けば，プリオン・ウイルス性・細菌性・真菌性・原
虫性・内外寄生虫性などそれぞれに多くの疾病名が列
挙され，個々の情報を見て知ることができます。従っ
て，動物介在諸活動で実際に使用する動物が定まれ
ば，どのような人獣共通感染症あるかを列挙すること
は容易です。では，動物介在諸活動で実際に発生して

いる人獣共通感染症にはどのようなものがあるでしょ
うか。AAA，AAT 及び AAE などをキーワードに，
動物介在諸活動に係る人獣共通感染症について取りま
とめられた報告やガイドライン等を検索してみると，
少なからず知ることができます。
①　医療施設で留意すべき人獣共通感染症

アメリカ疾病予防管理センター（CDC）は 2003 年
に「医療施設における環境感染管理のためのガイドラ
イン」を公表し，ガイドラインのなかで「医療施設に
おける動物」の項目を立てて取りまとめています（参
考論文 2）。さらに，①動物に対する一般的な感染管
理対策，② AAA，AAT 及びレジデント動物プログラ
ム，③免疫不全患者に対する保護対策，④介助動物，
⑤ヒト医療施設における患者としての動物，⑥医療施
設における研究用動物，の 6 細目に分けて記述して
います。また，細菌・リケッチア性，ウイルス性，寄
生虫性，真菌性に分けて人獣共通関連症を挙げ，関与
する動物種も記しています（表 1）。
②　医療現場でのペット療法に伴う潜在的リスク

Sarah JB らは 2002 年に“医療現場におけるペッ
ト療法の使用に伴う潜在的リスクの追究”を報告し，
犬と猫のそれぞれの人獣共通感染症を取りまとめてい
ます（参考文献 3）。細菌性・真菌性，寄生虫性のほ
かに節足動物性も列挙し，伝搬様式や予防法も示して
います（表 2・表 3）。
③　�AAT 及び動物訪問型プログラムに関連する人獣

共通感染症
David W-T は 1993 年に「AAA 及び動物訪問プロ

表 1　医療施設における人獣共通感染症が関与する疾病（米国 CDC，2003）
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グラムにおける人獣共通感染症の問題」を報告しまし
た（Walthner-Toews 1993）。カナダ及びアメリカ合
衆国にあるヒトの病院，学協会，団体，動物ケア団体
などを対象にアンケートを行い，実際に問題となった
人獣共通感染症の報告数を取りまとめています（表
4）。報告された問題の疾病としては，狂犬病が最も
多く 27 件（20%），次いでリングワーム 16 件（12%），
外部寄生虫 10 件（7%）が続いています。

これらの他にもガイドライン等の報告はあります
が，AAT における課題として人獣共通感染症を取り
上げているものが主体となっています。いずれも，動
物介在諸活動における疾病や対策について大いに参考
になるものばかりです。ただし，参考にするにあたっ
ては，これらが海外のガイドラインであったり報告で
あったりすることに注意しなければなりません。疾病
の種類や分布は地理的に異なる例が多く，日本国内で
実際に留意すべき疾病の分布と異なることを意識して
おく必要があります。また，日本において新たに注意
すべき人獣共通感染症についての情報なども入手して
おくことが好ましいと思われます。例えば，犬・猫の
咬傷・掻傷などから感染によりヒトの死亡例までも報
告されたカプノサイトファーガ症，2017 年に犬や猫
からヒトへの感染が報告された重症熱性血小板減少
症，猫からの感染が疑われた国内初の死亡例として
2017 年に報告されたコリネバクテリウム・ウルセラ
ンス感染症，世界的な取り組みが必要とされる薬剤耐
性菌感染症，なども動物介在諸活動を行うにあたって
知っておきたい人獣共通感染症と思われます。

人獣共通感染症の対策を講じるうえで特に留意して
おきたい特徴として，①動物が病原体を保有している
率が高い，②動物では無症状または低病原性のものが
ある（無症候性感染・潜伏感染・日和見感染・潜伏感
染期の状態など），③健康なヒトでは重症化しないも
のがある（基礎疾患保持者・免疫抑制または低下の状

態にあるヒト・若齢または高齢者において発病するも
の），④身近で良くみられる行為で感染するものがあ
る（直接接触・吸気・飛沫など），⑤後にヒト―ヒト
感染に発展しうるものがある（特に公衆衛生上の重
大），というものです。例えば，パスツレラ症やカプ
ノサイトファーガ感染症の原因菌は犬や猫の口腔内常
在菌であると考えられ，動物における保菌率が高く

（参考文献 5），動物に対しては基本的に無症状で，動
物に咬まれる・舐められるといった行為で感染する，
といった特徴があり，身近に存在する人獣共通感染症
の病原体といえます。

2． �動物介在諸活動に係る感染症対策・衛生管理の
考え方

人獣共通感染症は，多くの種類があり，動物が保有
している場合が多く，動物では症状を示さないものが
あり，動物との距離が近くなるほど感染リスクが高ま
り，問題が生じたときの影響が大きく，一般的にヒト
で不安が生じやすく過敏になりやすい，などの特徴が
あるため，ヒトと動物をつなぐ動物介在諸活動では無
視できない存在です。感染症から動物を護る必要があ
りますが，ヒトへの感染を阻止することが最も重要と
もいえるでしょう。一方で，様々ある感染症に対して
個々に対策を講じるのには限界があり，非現実的で
す。そこで，感染症対策の基本から考えます。
①　�感染症成立 3 要因：感染症は，感染源（病原体）・

感染経路（伝播経路）・感受性宿主の 3 要因が
揃ってはじめて成立し，伝搬することができま
す。すなわち，どれか 1 つでも要因が欠ければ
感染症は成立しないことを意味し，感染症対策の
基本的な考え方になります。変化可能な因子か
ら，実効性を考慮して対策を講じます。

②　�予防医学：動物介在諸活動において，そもそも感
染または感染を疑う動物を選抜しないことが必須
であることは言うまでもありません。すなわち，
動物も活動に参加するヒトも病気にならないよう
未然に防ぐことが重要であって，予防医学の考え
方を当てはめることができます。米国ハーバード
大学研究グループが提唱した予防医学は 3 つの
段階に分けられます。

　一次予防：�疾病の発生を予防すること，健康を損
なわないようにすること。危害因子が
判明している場合には，その因子を減
弱し，取り除くこと。健康増進，疾病
予防または特殊予防。

　二次予防：�早期治療やスクリーニングなどによる
早期発見により有病期間を短縮させる
こと。早期発見・早期措置，適切な医

表 4　 動物介在医療における人獣共通感染症に関連する問
題の報告数
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療と合併症対策。
　三次予防：�治療した個体の再発防止，あるいは治

療の困難な個体の症状軽減やリハビリ
テーションを行うこと。

　�　介在活動に選抜される介在動物の管理にあたっ
ては，特に一次予防と二次予防が重要となり，動
物からヒトへの人獣共通感染症の病原体の感染伝
播を未然に防ぐことにつながります。

③　�標準予防策：そもそも，感染または感染を疑う動
物は選抜されないはずです。一方で，“見えない
感染”の，動物では無症状の人獣共通感染症の病
原体の感染，あるいは無症候性感染や日和見感染
などに備える必要があります。標準予防策（スタ
ンダード・プリコーション）は，ヒトの医療で開
発・普及された感染症の有無にかかわらずすべて
の患者のケアに際して普遍的に適応できる予防策
であり，「体液は感染の可能性のある物質とみな
して対応する」という感染対策です。非特異的で
普遍的な対策という性質は，見えない感染も含め
た感染症対策に必須のものとなっています。ヒト
の医療では基本項目が列挙されていますが，医療
と同じレベルでなくとも獣医療や動物介在諸活動
に導入できることから実施するのが好ましく，手
指衛生，呼吸器衛生 / 咳エチケット，環境管理，
リネン・洗濯・食器類の取り扱いなどは，動物介
在活動における人獣共通感染症対策として効果を
期待できるものです。

以上に挙げた 3 つの考え方は，動物介在活動に限っ
た対策ではなく，感染症対策や獣医療の全般に適応で
きるものです。それぞれの考え方を理解し，人獣共通
感染症対策として日頃の動物介在活動に活かしていた
だきたいと思います。

3． 動物介在活動における対策
感染管理の視点でみると，動物介在諸活動は「ヒト

（感受性動物）」と「実施環境（感染経路）」に特徴が
あるように思われます。介在活動の場や設定は多様で
あり，それぞれに見合った衛生管理を計画や実行をし
なければなりません（表 5）。
1）　感染症成立阻止のポイント

先に述べた感染症対策・衛生管理の考え方をもとに

いくつかのポイントを挙げます。
✓ 感染源・病原体：最も重要なことは，「介在動物を

感染源にしない・させない」ことです。定期健診や
疾病スクリーニングを実施し，感染または感染の疑
いのある動物を選抜しないことです。病原体として
は，特に細菌・真菌・外部寄生虫に留意し，見えな
い感染や非特異的疾病にも注意を払います（薬剤耐
性菌，無症候性感染の病原体，不顕性感染の病原体
など）。日常的には，不顕性感染や無症候性感染を
制御することを意識して標準予防策を実行し，介在
動物の健康・飼育管理（体表体毛の管理，口腔内管
理，排泄物管理など）に努める必要があります。

✓ 感染経路：介在活動においては 4 つの基本経路に限
られ，接触感染，空気感染，媒介生物媒介感染，一
般媒介物感染とされています（Brodie et al 2002; 
Strickland 1991）。また，伝搬経路には 4 つの要因
が大きく影響するとされ，①室内環境における感染
動物の数，②動物からヒトへの疾病伝播の経路と伝
播力，③動物管理者の行動特徴（ヒト－動物間の交
流など），④伝播を防止する方法の有無，とされま
す（Brodie et al 2002）。これら感染経路に焦点を
あて，遮断する対策を考えることが効果的です。

2）　感染管理のガイドライン
リスクは潜在的に存在しますが，単純な方法で最小

化できるとされています。すなわち，介在動物の慎重
な選択，責任所在の明確な計画と担当割り当て，動物
の厳密な健康管理，関係者全てへの訓練，です。動物
介在諸活動の衛生管理に関する様々なガイドラインが
作成されており，その中から数例に記載される項目を
以下に示します。なお，対象施設が異なっていても衛
生管理・感染管理の基本事項は同じであって，介在動
物活動を受ける対象者に違いがあることに配慮するの
が大切になります。

①　�医療施設における環境感染管理のガイドライ
ン：AAA，AAT 及びレジデント動物（CDC
のガイドライン参照）

・健康チェック，ワクチン，予防的駆虫薬
・動物の定期的な再評価
・寄生虫の定期的スクリーニング検査
・外部寄生虫（ノミ・ダニなど）の除去
・縫合，傷口，皮膚病変の有無の確認

表 5　動物介在活動等が行われる多様な環境・設定
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・�若齢動物を選択しない。エキゾチックアニマルを
使用しない。

・動物の体表の管理
・�訪問型：訓練されたハンドラー，行動監督者，そ

の他教育を受けた者の設置
・手指衛生
・分泌物等との接触の回避（防護具等の使用）
・適切な糞尿の処理
・介在活動後の清掃と消毒
・訓練された動物の選択
・患者の選択（免疫低下者を除外する等）
・咬傷事故等の際の速やかな対応
・スタッフ間でのプログラムの検討と計画
・ゾーニング　など
②　�医療施設へのペット動物の導入に関するガイド

ライン（Bridie et al 2002）
A． 精選
B． 獣医学的ケア
・4 か月毎の健康診断
・予防的駆虫，ノミ駆除，ワクチン
・ペットフード管理，適切な運動の提供
・異常分泌，下痢などの確認
・皮膚病変の確認
C． �ペット療法に関わる患者，訪問者，スタッフ

の教育
・厳密な手指衛生（特に食事前，喫煙の前）
・排泄物，分泌物，嘔吐物などとの接触を避ける
・顔をなめさせない，傷をなめさせない
・動物用トイレの管理，処置
・動物の体表＆毛髪管理
・食事中に動物に餌を与えない
・動物の食事の管理
・動物の監視
・動物の活動に関する制限
・動物を驚かせない。咬傷掻傷の発生時の措置。
・�訪問型の場合は，常に訓練されたハンドラーとと

もに行動
・事故が発生した場合に備えた保険
③　�子供医療施設における動物管理（オンタリオ州

の指針参照）
▪活動前・接触前
・感染阻止 / 制御方針と手順の準備
・親 / 保護者との協議
・動物健康状態の確認
・�スタッフ，ボランティア，生徒，子供などへの教育
▪活動中・接触中
・監視
・手指衛生

・食事の際の安全確保
・動物の飼料の処置及び管理
▪活動後・接触後
・動物が活動した領域の清掃と消毒
・感染のモニタリング
▪追加的措置
・訪問型：介在動物の健康管理と躾，記録の保管
・飼育型：飼育区域の清掃と消毒

4． リスクコミュニケーションの重要性
動物介在諸活動において感染症対策を確実に行うた

めには，スタッフ全員が同じ意識・同じ技術レベルに
あることが必要になります。また，実際に日常的に行
う対策の多くは決して特殊なものではなく，標準予防
策など普遍的対策でかなりの感染を阻止することがで
きると思われます。さらに，介在活動に参加者にも
しっかり実施してもらえれば，感染症リスクという面
でより安全に介在活動を終えることができると思われ
ます。一方，手指衛生など普遍的対策は軽視されやす
く，健康被害などの問題が生じなければ，「なれ」や

「だれ」が生じて，実行していない状況に陥りやすい
という性質があります。これらを防ぐための，動物介
在諸活動の専門家やスタッフの役割は非常に大きいと
思われます。具体的には，

◦スタッフ全員を訓練し同じ衛生レベルに維持する
◦病院関係者，学校関係者，保護者と事前協議する
◦予め実施関係者との手順等を確認する
◦予め責任分担を行う
◦参加者への活動に入る前の教育を行う
◦実施中に監視する
◦実施中に指導する
◦実施後に記録し，その内容を共有する
◦実施後に記述的検討を行う

などが挙げられます。感染症のリスクを知る動物介在
諸活動のスタッフが，そのリスクを一般参加者や子供
たちに伝えるリスクコミュニケーターの役を担うこと
が重要となります。

感染症の発生を阻止するために，消毒・滅菌，ワク
チン接種，環境清掃などの技術を持続的に実行してい
くことが大切であることに変わりありませんが，近
年，「知るワクチン」の重要性が高まっており，特に
医学領域でその普及が進んでいます。知るワクチンと
は，「感染症のリスク（危害）の特徴を知るとともに，
その予防や対処法すべてを含む正しい知識が予防法で
ある」との考え方です。これらは動物介在諸活動にお
いても持続的な効果が規定できる手段と考えられ，よ
り多くの動物介在活動関係者や参加者における知るワ
クチン率を高めることが望まれます。
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・動物の特徴を知り，正しく飼育管理すること
・�動物と“一定距離 / けじめ”を守ること（動物に

触れることは，少なからず微生物と触れること。
・�人獣共通感染症の特徴を知ること。危険性や発生

情報だけでなく，正しい対処法も知ること。
・�人獣共通感染症が疑われたときの対処法を知るこ

と（病院で動物との関わりを医師に申告し注意を
促すなど）

・�正しい知識や情報をより多くのヒトに伝えること
（動物介在諸活動の専門家，獣医療関係者などが
一丸となって正しい知識を広める　など）

5． まとめ
▪�動物介在諸活動に人獣共通感染症対策は必須であ

る。見えない感染，健康な成人には問題にならな
い感染，などに留意する必要がある。

▪�個々の病原体や疾病に対する予防策は非効率・非
現実的であり，普遍的な「標準予防策」の導入が
適切である。

▪�衛生管理・感染症対策は，動物介在活動に限らず
基本は同じである。動物介在諸活動を受ける対象
者によって異なるリスクに見合った対策を講じる
ことが必要である。

▪�介在動物を感染源にさせないことが最も重要であ
る。予防医学を準用して早期発見に努め，感染ま

たは感染を疑う介在動物を選択しないことであ
る。

▪�「知るワクチン」を実践し，感染症に関するリス
クコミュニケーションを推進することが大切であ
り，動物介在諸活動の専門家の役割は大きい。こ
れにより，コミュニティーあるいは社会全体の衛
生環境の向上も図ることができる。
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要約 : 動物介在活動，動物介在療法，並びに動物介在教育を行うにあたって，ヒトの安全は確保されなければならず，感染
症，特に人獣共通感染症に対する対策は必須である。もっとも大切なことは介在動物を感染源にしないことであり，日常的
な飼育から衛生的な管理を行うことが必要である。また，人獣共通感染症の種類は多いため，日頃から個々の疾病に対する
対策を講じることは非現実的である。従って，非特異的で普遍的な標準予防策を飼育管理や活動の最中に積極的に導入する
ことが好ましい。さらに，活動等に関係するスタッフがリスクコミュニケーターとなり，スタッフ全員，関係者および活動
への参加者に対して正しい感染症対策を伝えることが重要である。
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